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西

北国街道が 岩 鼻 の 難 所 に か か る 手 制 、 塩 尻 の家並を通る 。 国道18号線と平行して、その北側を通引日道は、静

かな道。 大きな蚕室、門構えの家がならび、はた織りの音が聞えてきたりする 。
ふ ん L、 . 

江戸時代の末から、蚕種で栄えたこの一 帯、村とい っても、普通の農村とは少し違 った雰囲気をも っ。 一家の

主は、田畑に は出ず、羽織を着て作物の状況を見まわるだけだ っ た と あ る 家 の 主 婦 が 話 し て く れ た。
ざ ま

村 は ず、れの座摩神社は「こかげさん」とよばれて蚕の神、こんなところにも、蚕の里だ った日の名残り があ る。

石垣に縁どられた細い坂道、ほたる合戦があ ったという内川 。 数年前、 「青 い山脈」のロケが行われた のも、

「豊かな山里」の情緒を都会人が敏感にうけとめたからだろう 。

音E

城

市民の動き

( 4月1日現在)

(-211) 

(-153) 

32，393世帯 (-147)

( )内は前月比です。

( -58) 

53，841人

110，428人

56，587人

男

女

世帯数

総人口
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長

期

基

本

構

想

1

1

1

1

後

期

基

本

計

画

に

H

市
長
と
語
る
会
u
聞
く

の

つ
しユ

5月21白から

6月22日まで

て

市
は
、
昭
和
五
十
年
に
「
上
田
市
長
期
基
本
構
想
」
を
策
定
。
同
時
に
同
構
想
を
具
体
化
す
る
「
前
期
基
本
計
画
」
を

つ
く
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
各
種
の
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
五
+
五
年
度
で
一
応
の

成
果
を
見
な
が
ら
前
期
基
本
計
画
が
終
了
し
ま
す
。

今
年
は
、
さ
ら
に
、
住
み
よ
い
上
田
市
の
建
設
を
目
指
し
て
、
前
期
基
本
計
画
の
効
果
を
考
え
な
が
ら
、
最
近
の
経
済

情
勢
、
社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し
「
あ
た
た
か
い
心

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
、
後
期
基
本
計
画
を
つ
く
る
た
め

H

市
長
と
語
る
会
H

を
左
表
の
日
程
に
よ
り

聞
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市

内

行

会

場

で

午

後
e
7
時

初

分

か

ら

六
十
年
を
目
途
に
、
上
田
市
長
期
基

本
構
想
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
五
十

六
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
後
期
基
本
計

画
」
を
、
市
民
み
ん
な
の
血
が
か
よ
っ

た
も
の
に
し
よ
う
と
、
五
月
二
十
一
日

何
か
ら
六
月
二
十
二
日
樹
ま
で
、
地
区

連
合
自
治
会
単
住
、
十
七
会
場
で
、
市

開催i月日 開{雀士揚戸斤 参集自治会

5月21日(月) 常田会館 東部地区全域

5月24日(木) 西部公民館 西部地区。

5月25日幽 鷹匠町公会堂 南部地区。

5月28日(月) 新田区民会館 北部地区。

5月29日伏) 海野町集会所 中央地区ク

5月31日(木) 上塩尻公会堂 塩尻地区。

6月 1日(鉛 川辺 町会館 川辺地区。

6月 4日(月) 泉田公 民 館 泉田地区。

6月 5日伏) 農協神川支所 神川地区ク

6月 7日(木) 下郷公民館 豊殿地区ク

6月 8日(金j 塩田公民館 中塩田地区ク

6月11日(月)
東 塩 田

東塩田地区。
老人 集会所

6月12日伏) 西塩 田会館 西塩田地区ク

6月18日(月) 本目 染 閣 別戸斤土也区 。

6月19日伏)
川西社会

川西地区。
福祉センター

6月21日(木) 三好 町会館 城下地区。

6月22日幽
上野が丘

神科地区ク
公 民 館

日程表「市長と語る会J

場
で
聞
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
す
る
の
を
は
じ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
各
層
の
代
表
者
二
十

検
討
を
重
ね
、
明
る
く
住
み
よ
い
上
田

市
建
設
を
目
指
す
「
上
田
市
長
期
基
本

長
を
囲
ん
で
住
み
よ
い
上
田
市
ゃ
つ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
う
州
市
長
と
語
る
会
H

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

あ
な
た
も
是
非
参
加
し
て
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
H

上
表
の
と
お
り
で
す
。

と

き

H
各
会
場
と
も
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
で
す
。

お
問
合
せ
H

企
画
課
企
画
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
五
二
有
線
②

O
六
五

一

)

上
岡
市
長
期

基
本
構
想
と
は

上
田
市
長
期
基
本
構
想
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と

と
と
も
に
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
立
場
か

ら
電
気
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
楽
し
く

市
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
、
調
和
の
と

れ
た
生
活
環
境
と
都
市
機
能
の
充
実
を

は
か
り
、
や
す
ら
ぎ
と
生
が
い
の
も
て

る
ま
ち
-
つ
く
り
を
目
指
す
「
都
市
基
盤

の
整
備
」
「
生
活
環
境
の
整
備
」
「
教
育

文
化
の
振
興
」
「
社
会
福
祉
の
充
実
」

な
ど
八
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

同
構
想
の
具
体
化
は
、
同
構
想
に
基

づ
く
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に
よ
り
事

業
を
進
め
、
六
十
年
を
目
途
に
同
構
想

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

道
路
学
校
農
業
な
ど

拡
充
整
備
進
む

五
十
一
年
度
か
ら
着
手
し
た
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
事
業
は

上
田
市
自
然
運
動
公
園
の
建
設
。
下
水

道
、
し
尿
処
理
場
の
拡
充
整
備
。
市
道

秋
和
上
堀
線
宅
は
じ
め
と
し
た
道
路
整

備
。
東
塩
田
・
川
辺
・
神
川
・
神
科
小
学

校
な
ど
の
校
舎
拡
充
整
備
。
東
部
保
育

園
新
築
な
ど
保
育
の
充
実
。
同
和
対
策

事
業
の
矢
沢
小
集
落
地
区
改
良
事
業
。

農
業
構
造
改
善
事
業
の
ほ
場
整
備
、
農

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
塩
田
平
か

ん
ば
い
事
業
の
実
施
決
定
な
ど
の
主
な

事
業
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
事
業
が
実

施
さ
れ
、
各
方
面
に
大
き
な
効
果
を
お

よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

多
方
面
か
ら
研
究
検
討

便
利
な
電
化
生
活
を
営
な
ん
で
ほ
し
い

も
の
で
す
。



ー 第
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場
で
開
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

号
見
、

ζ

婆
望
を
お
聞
き
す
る
の
を
は
じ

卯
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

一
千
五
百
人
を
対

『
/

第
象
と
し
た
「
市
民
ま
ち

e

つ
く
り
意
向
調

一
査
」

(
ア
ケ
|
卜
調
査
)
を
実
施
し

、、JJ
〆

日
可

制“
認

月
物

ロ
使

年
郵

幻
岨
恒

和

3
昭
第だ

|市民の意見|

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
各
層
の
代
表
者
二
十

人
に
よ
る
後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

の
設
置
。
市
長
と
市
職
員
と
の
話
し
合

い
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
研
究
、

H

家
庭
電
器
製
品
U

を
考
え
る

修

理

体

制

を

整

備

家
庭
電
器
製
品
も
、
戦
前
の
主
流
だ

・え

っ
た
ラ
ジ
オ
、
ア
イ
ロ
ン
と
い
っ
た
段

階
か
ら
、
洗
た
く
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

、
っ
ピ
へ
と
商
品
の
輪
が
急
速
に
広
ま
り
、

ロ
阿
悼

表
十
最
近
で
は
、
ビ
デ
オ
と
い

っ
た
全
く
新

広
し
い
映
像
機
器
や
新
型
冷
暖
房
機
器
が

一
普
及
し
て
き
で
い
ま
す
。

一

一
般
家
庭
で
も
、
住
宅
を
別
に
す
れ

一
ぱ
、
家
庭
電
器
製
品
へ
の
投
資
額
が
最

一
も
多
い
と
い
う
現
象
を
呈
し
て
い
ま
す
。

日
当
然
、
消
費
者
の
家
庭
電
器
製
品
に

別
対
す
る
関
心
は
、
商
品
の
機
能
か
ら
は

5

じ
ま

っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
、
価
格
、
利
用

特
価
値
、
手
入
れ
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

「ひ和
さ
ら
に
、
廃
棄
問
題
に
至
る
ま
で
時
と

昭
と
も
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
中
に
は
、
私
た
ち
業
界
が
早
急

一
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も

日
あ
り
ま
す
し
、
法
的
諸
制
度
の
改
善
を

一
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

県
電
機
商
業
組
合
上
小
支
部
長

山

口

甲

三

さ

ん

県
が
修
理

認
定
庖
を
設
置

昨
年
十
月
、
県
に
家
庭
電
器
製
品
修

理
認
定
庖
制
度
が
発
足
し
た
の
を
機
会

に
、
業
界
で
は
修
理
な
ど
を
積
極
的
に

す
す
め
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
修
理
認
定
庖
制
度
は
、
家
庭
電

器
製
品
の
修
理
や
相
談
、
苦
情
な
ど
を

適
切
に
処
理
す
る
た
め
、
県
内
の
電
気

器
具
庖
の
中
か
ら
認
定
庖
を
設
け
、
消

費
者
の
利
益
を
は
か
る
と
と
も
に
、
省

資
源
、
省
工
、
不
ル
ギ
l
時
代
に
適
応
し

た
、
消
費
生
活
の
推
進
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

認
定
庖
の
仕
事
は
、

1
、
認
定
庖
は
、
庖
頭
に
標
示
板
(
県

章
入
り
の
電
照
看
板
)
を
、
庖
内
に

認
定
証
を
掲
示
す
る
。

検
討
を
重
ね
、
明
る
く
住
み
よ
い
上
田

市
建
設
を
目
指
す
「
上
田
市
長
期
基
本

構
想
」
実
現
の
た
め
、

後
期
基
本
計
画

を
今
年
度
内
に
策
定
す
る
方
針
で
す
。

むだをなくし

物を生かす

市民運動月間

④ 

2
、
消
費
者
か
ら
の
修
理
の
依
頼
や
苦

情
相
談
に
は
適
正
、
迅
速
に
対
応
す

る。

3
、
料
金
表
を
庖
内
の
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
す
る
。

4
、
部
品
の
最
低
保
有
期
間
表
を
掲
示

し
、
部
品
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
修
理

や
相
談
を
こ
と
わ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

5
、
修
理
や
相
談
は
、
自
屈
で
の
販
売

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
応
ず
る
も
の
と

す
る
。

6
、
認
定
庖
は
、
資
格
基
準
に
よ
る
家

庭
電
器
修
理
技
術
者
と
施
設
基
準
に

よ
る
設
備
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

'v 
以
上
が
認
定
庖
の
主
な
仕
事
で
、
上

田
市
で
は
、
四
十
八
庖
が
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

電
器
製
品
も
修
理
で
き
る
も
の
は
修

理
し
て
使
い
、
省
資
源
化
を
す
す
め
る

上
田
市
長
期
基
本
構
想
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
と
も
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
立
場
か

ら
電
気
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
楽
し
く

H

市
長
と
語
る
会
H

を
市
内
十
七
会

便
利
な
電
化
生
活
を
営
な
ん
で
ほ
し
い

も
の
で
す
。

不用品市価の半値以下

修理コーナー設置

資源活用広場

[ 5月13日(日) l 
午前10時からJ

好
評
の

H

資
源
活
用
広
場
H

を
五
月

十
三
日
の
日
曜
日

(雨
天
二
十
日
間
)、

市
役
所
駐
車
場
を
開
放
し
て
、
青
空
市

場
方
式
で
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。
皆
さ

ん
大
勢
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

販
売
さ
れ
る
物
は

一
般
家
庭
や
事

大勢の市民でにぎわった
昨年の資源活用広場

業
所
な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
る
実
用
品

(
不
用
品
、
処
分
品
)
で
、
市
価
の
半

値
以
下
で
販
売
し
ま
す
。

修
理
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
「
か
さ
」
や

「
く
つ
」
な
ど
家
庭
用
品
の
修
理
や
刃

物
と
ぎ
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
運
び
込
み

午
前

8
時
初
分
j

m
時

不
用
品
運
び
込
み
受
付
は
、
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
で
す
。
出

品
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

受
付
時

間
内
に
品
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
り
日
生
活
交
通
課
生
活
係

(
宮

⑫
四

一
O
O内
線
二
七
七
有
線
②

O

七
四
五
)
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ターなど設置

労者福祉センター

え

い
ろ
い
ろ
な
会
議
や
結
婚
式
、
同
ひ

ろ
う
宴
な
ど
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

報
利
用
さ
れ
て
い
る

H

上
田
勤
労
者
福
祉

広

セ

ン
タ
ー
H

の
玄
関
に
身
体
障
害
者
用

一

ス
ロ

ー
プ
、

二
階
に
身
体
障
害
者
用
ト

一
イ
レ
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
完
成
、
よ
り

砂
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆

印
刷
さ
ん
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

初
制
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内
部
に
は
、
大
人

制
湘
の
腰
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
、
車

昭
第

/
べ
イ
ス
に
乗
っ
た
ま
ま
操
作
で
き
る
操
作

一
盤
が
左
右
に
、
正
面
に
は
、
大
き
な
鏡
が

一
あ
り
、
後
向
き
の
ま
ま
降
り
ら
れ
る
よ

一
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
障
害
者

号

用
ト
イ
レ
は
、
片
手
で
用
が
た
せ
る

加
ょ
う
手
す
り
が
つ
い
て
い
る
と
と
も
に

第

仕
切
り
ド
ア
は
、
カ
ー
テ

ン
に
な
っ

一
て
い

で
簡
単
な
動
作
で
利
用
で
き
ま

つ仁 ょa
下王ーー

t三

さL、ど

す。
こ
れ
ら
の
設
備
は
、
身
体
障
害
者
や

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
会
議
な
ど
を
聞

き
た
く
て
も
、
そ
の
立
場
に
た
っ
た
設

備
を
完
備
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
い
た
め
、 完成したエレベーターに初乗りする石井市長(左)

市
民
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
市
が
総
事
業
費
二
千
二
百
五
十

六
万
円
を
費
や
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

休
館
水
曜
と
祝
日
の
翌
日

自
動
車
で
の
来
館
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館

日
は
、
毎
週
水
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
で

す
。
利
用
さ
れ
る
時
は
、
休
館
日
を
さ

け
て
申
込
ま
れ
る
よ
う
・
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
同
セ

ン
タ
ー
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
し
、
道
路
は
駐
車
禁
止
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
車
で
の
来
館

は
、
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

自
転
車
五
十
台
を
収
容
で
き
る
自
転

車
置
場
を
同
セ
ン
タ
ー
入
口
東
側
に
用

意
し
ま
し
た
の
で
、
来
館
さ
れ
る
皆
さ

ん
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

r・四四

玄
関
のi

身
障
者
用
ス
口

フ

二
階
に
あ
る
身
障
者
用
ト
イ
レ

ー
輪
番
で
重
症
患
者
担
当
l

市
の
施
設
を
見
学
し
よ
う

「
施
設
を
見
る
会
」
実
施

5
月
9
日
制
ま
で
に
申
込
も
う

広
報
う
え
だ
四
月
十
六
日
発
行
の
第
線
二

O
五
有
線
②

O
六
三
こ

七
八
九
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
施
設
を
マ
市
塩
田
支
所
(
宮
⑬
三

O
O
O有
線

見
る
会
」
の
見
学
コ

l
ス

が

左

表

の

よ

二

O
二

二

う
に
決
定
し
ま
し
た
。

マ
市
川
西
支
所

(
宮
⑪
二
O
O二
有
線

参
加
料
金
は

い
た
だ
き
ま
せ
ん
の

で

二

O
二
O
)

希
望
す
る
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
こ
ろ
え
マ
市
聾
殿
支
所
(
宮
⑫
四

O
O
一
有
線

五

月

九

日

附

ま

で

に

申

込

ん

で

く

だ

さ

②

O
九
二

こ

〈お
問
合
せ
〉

〈申
込
先
〉

秘
書
課
広
報
広
聴
係
(
宮
⑫
四
一

O

マ
市
役
所
秘
書
課

(
宮
⑫
四

一
O
O内

O
内
線
二
O
五
有
線
②

O
六
三
こ

施設見学コースと日程
5月14日(月) 上田Aコース 5月16日同塩田コース

市校学 点上 相自し市

温役所所市田支 浄イセヒ下水 んじ 消 わ 染 所塩所市役回支2セ 字国 然い
かい 防 ぱし 屋j争f生 同凶養染一 運 の役

J 護動
ン 雪士易 山水タ誉学 公み
タ| 署荘場所 l 館校閣 園圏所
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番
号
を
。
目
標
の
な
い
と
こ
ろ
で
は

必
ず
案
内
人
を
大
通
り
ま
で
出
し
て

②
ど
ん
な
事
故

(病
気
)
で
、
ど
ん
な

状
態

(症
状
)
か
。
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〈保健予防特集〉

二
階
に
あ
る
身
障
者
用
ト
イ
レ

ー
輪
番
で
重
症
患
者

担
当
ー

救

急

医

療

を

充

実

東
信
病
院
・
小
林
脳
外
科
・
丸
子
中
央
病
院

救
急
医
療
は
、
現
在
、
在
宅
当
番
医

制
お
よ
び
救
急
告
示
病
院
で
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
救
急
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
上
小
広
域

行
政
組
合
(
上
田
市
外
七
町
村
)
で
、

四
月

一
日
か
ら
重
症
急
救
患
者
の
医
療

を
行
う
第
二
次
以
急
医
療
制
度
と
し
て

H

病
院
群
輪
番
制
H

を
発
足
さ
せ
ま
し

た。
病
院
群
輪
番
制
は
、
主
に
在
宅
当
番

医
制
で
は
、
無
理
と
思
わ
れ
る
、
生
命

に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
症
患
者
の
入
院

救

急

車

を

正

し

く

利

用

し
よ
う
'

五
十
三
年
中
に
、

一
千
三
百
八
十

一

人
の
市
民
が
急
救
車
で
医
療
機
関
に
運

ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
十
人
に

一
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
、
手
の
指
を
少
し

す
り
む
い
た
り
、
微
熱
程
度
で
の
救
急

車
出
動
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

救
急
車
本
来
の
任
務
は
、
生
命
に
危

や
治
療
を
行
い
ま
す
。

担
当
病
院
は
、
国
立
東
信
病
院
、
小

林
脳
神
経
外
科
病
院
、
丸
子
中
央
病
院

で
、
平
日
、
土
曜
の
夜
間
、
日
曜
祝
日
、

休
日
、
年
末
年
始
の
畳
・
夜
間
の
救
急

医
療
を
輪
番
で
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
園
、
県
、
同
行
政
組

合
が
、
重
症
数
急
患
者
の
医
療
を
確
保

す
る
た
め
補
助
金
を
出
し
、
医
師
会
と

担
当
病
院
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し

た。険
が
あ
る
け
が
や
病
気
、
入
院
す
る
の

に
間
に
あ
い
そ
う
も
な
い
妊
産
婦
な
ど

一
刻
を
争
う
市
民
の
皆
さ
ん
を
助
け
る

た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
車
で
す
。
病

気
の
症
状
、
け
が
の
程
度
な
ど
を
的
確

に
判
断
し
、
上
手
に
利
用
す
る
よ
う
に

し
宇
ナ
し
ょ
'
?
。

救
急
車
の
利
用
方
法

教
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
公
社
電
話

で

一一

九
番
を
ま
わ
し
、
次
の
こ
と
を

お
ち
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
と
目
標
。
団
地
や
ア
パ

ー
ト
な

ど
の
場
合
は
、
階
層
、
室
番
号
、
棟

市

番
号
を
。
目
標
の
な
い
と
こ
ろ
で

は

②

ど

ん

な

事

故

(病
気
)
で
、
ど
ん
な

必
ず
案
内
人
を
大
通
り
ま
で
出

し

て

状

態

(症
状
)
か
。

く
だ
さ
い
。

③
け
が
人
、
病
人
は
何
人
か
。
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〈申
込
方
法
〉

は
、
市
か

h

ら
勺
(
千
円
の
補
助
が
あ
り
ま

市
役
所

一
階
の
保
健
予
防
課
へ
ぺ
、
希
す
。

望
す
る
日
の

一
か
月
前
に
申
込
ん
で
く

〈補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
人
〉

だ

さ

い

。

社

会

保

険

の

被

保

険

者

、

被

扶

愛

者

〈検
査
す
る
と
こ
ろ

・
お
問
合
せ
〉

で
勤
務
先
な
ど
で
助
成
制
度
の
あ
る
人

長
野
県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

(
長
野

〈補
助
を
受
け
る
方
法
〉

市
大
字
若
里
字
桑
ノ
木
島

一
五
七

O
|

県
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
検
査

九一

日
の
確
定
通
知
が
き
た
ら
、
市
役
所
保

丈

健
予
防
諜
保
健
係
へ
、
印
鑑
を
持
参
し

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈交
通
貨
が
受
け
ら
れ
る
人
〉

三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人

で
、
同
セ
ン
タ
ー
で
検
査
を
受
け
た
人
。

〈交
通
貨
の
範
囲
〉

同
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
車
の
料
金
で
す
。

他
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
は
、

送
迎
車
の
料
金
の
範
囲
で
支
払
い
ま
す
。

〈手
続
方
法
〉

交
通
貨
支
給
交
付
申
請
書
を
送
く
り

ま
す
の
で
、
問
セ
ン
タ
ー
で
受
診
証
明

書
を
受
け
、
市
役
所
保
健
予
防
諜
保
健

係
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
集
団
受

診
の
場
合
は
、
市
が
直
接
同
セ

ン
タ
ー

へ
支
払
い
ま
す
。

〈そ
の
他
〉

ほ
か
か
ら
交
通
貨
の
補
助
を
受
け
る

場
合
は
支
払
い
ま
せ
ん
。

受
診
す
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
、

婦
人
会
、
自
治
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で

受
け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

あなたの健康度は

県総合健康センターで

検査 してみよう

れ

4
M
M

一。

宮
長
野
⑮
O
八
二

7
0
八
二
六
)

〈検
査
の
内
容
〉

尿
検
査
。
血
液
生
化
学
検
査
。
血
液

一
般
検
査
。
胸
部
X
線
撮
影
。
視
力
検

査
。
身
体
計
測
。
血
圧
測
定
。
肺
機
能

検
査
。
聴
力
検
査
。
心
電
図
検
査
。
体

力
測
定
。
心
音
図
険
査
。

〈料

金

〉

医
学
的
検
査
と
体
力
測
定
H
五
千
六

百
円
。

医
学
的
検
査
の
み

1
四
千
九
百
円
。

三
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
人
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健康に注意しよう

市は、市民の皆さんの健康を守るた

め、 「健康相談」や「乳幼児・ 三歳児

健康診査」などを行っています。

一般市民の皆さんで、健康管理やそ

の方法などについて相談したい人は、

「健康相談日程表J (下表)により、気

軽に最寄りの会場へお出かけくださしミ。

小さなおチさんをお育ての皆さんは、

「乳幼児健康診査日程表J (次ペ ー ジ)

「三歳児健康診査日程表J (下表)によ

り、最寄りの会場へお子さんをお連れ

ください。

塩田地区の妊産婦の皆さんは「塩田

母親学級日程表J (次ペー ジ)により、

塩田母子健康センターへおでかけくだ

さ¥'¥0 また、特集 4ペー ジの母子保健

推進員の皆さんにお気軽にご相談くだ

さし」このほか各種の検診・予防接種

(次ペ ー ジの表)はみんなが受けるよ

うにしましょう 。

虫
歯
は
歯
科
衛
生
士
に

えだ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

-つE

低
年
齢
児
の
虫
歯
の
増
加
が
社
会
問

1
題
と
な

っ
て

い
ま
す
。

J
L

市
は
、
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
を
は
じ

一
め
、
子
供
た
色
の
歯
を
虫
歯
に
さ
せ
な

わ
い
た
め
、
保
健
予
防
課
に
歯
科
衛
生
士

月
物

ロ
剛
山

年
郵

幻
傾

向
刊

3
昭
第

〆
f
t

、、

円
山
リハUQ

J
 

ウ

r第

虫
歯
予
防
は
ま
ず
は
み
が
き
か
ら

i90号一ー

み
ん
な
で

献
血
に
協
力
し
よ
う

を
置
き
「
虫
歯
対
策
」
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
次
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

V
「
歯
を
守
る
」
組
織
の
育
成
A

こ
の
組
織
は
、
各
自
治
会
の
母
子
保

健
推
進
員
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

虫
歯
予
防
に
関
心
を
お
持
ち
の
お
母
さ

ん
方
と
勉
強
会
を
聞
く
な
ど
し
て
、
虫

歯
予
防
の
指
導
を
行

っ
て
行
き
ま
す
。

虫
歯
予
防
に
関
心
を
持

っ
て
お
ら
れ
る

お
母
さ
ん
方
は
「
保
健
予
防
特
集
」
最

終
ぺ

l
ジ
の
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
ま

で
申
出
で
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。
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問
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健康相談日程表

地区名 本目 吉ログ水叉 日 日寺 間 場 所

全 市 堆~ 日 勤務時間中 市役所内保健相談室
ト ー

午9.前30-11. 30 豊 殿 毎 週 月 曜 日 市豊殿支所

神 科 。 。 上野が丘公民館

塩 田 イシ 今 塩 田公民館

塩 尻 毎第月1・3火眼目
φ 塩 尻 公 民 館

秋 和 毎第月2・4火曜日 <- 秋 和 公 民 館

)11 辺 毎週火隠日 " 川辺町会館

泉 田 毎月第 l火曜日 <- 音田公民館

神 )11 毎月第 1金限日 4シ みす J台北第 1集会所

毎月第 l月蹴日 大屋公会堂

<- 2 。

午1後.30-3.30 

下青 木公 民館

神 )11 
。 3 <- 国分公民館 i

" 4 。 岩下公民館

城 下 毎第月1・3月曜日 午9.前30-11.30 城 南 公 民 館

)11 西 <- 。
1川西社会福祉セ ンター

全 市 毎第月2・4金曜日 " !老人福祉センター

東塩田 毎月第 1月蹴日 午1後.30~3.30 !東塩田老人集会所

西塩田 " 2 " 。 東前山同和地区集会所

Bリ 所 " 3 ク 今 別 所公民館

毎第月1・3火曜日 午9.前30-11.30 緑が丘西 緑西同和集会所

川 西 地 区

て
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各種予防接種目程表
(くわしく は、 実施時期に広報 うえだでお知らせします。)

予防f蓄積名 対象年齢 期間別 対象生年月日 実施日

生後 3か月~ 春期 初追加回l 
53. 7. 1- 4月101.:1-

急性灰白髄炎 53. 12. 31 5 ~130 日
(ポリオ)

18か月
初追加回

54. 11. 1 10月9日~(48か月) 秋Jm
トーー一一一一一一

54. 6. 30 11月30日

生後24か月也、~ 上半期 lJ倒
52. 1. 1- 8月97日~

三 種混合 48 月 52. 6. 30 同21'1

| 破百ジフ日{テ話ぜリ風アき| 
HI ilm 羽((46の86みかか月月)) 

I期
52. 7. 1 

5052.10. 12.l3~ 1 l月31日~
下半期

31121日
日脚J

51. 6. 30 

生後18か月~ 上 半 期
52. 1. 1- 5月14日 ~

麻しん 52. 10. 31 5月3l1:1
(はしか)

36か11
52. 11. 1- 11月12口~

(72か月) ド半期
53.4.30 11月30日

換し ん 中学校 3年生
中学校 3年生

9月17日
(女子のみ) 9月29日

、:;/、ごル7リン 生後 34か8月 53. 4. 1- 6月26日~
B C G 

か月 l 凶目
54. 3. 31 7月6日

(48か月)

初
50. 4. 1-

[~I I --51. "3 .' 31 6月5口~日 本 脳 炎 3歳-15蔵
48. 4. 1- 6 Jll5日

追
加 50. 3. 31 

イン71レエノザ 年 小3歳保・中育以・上園高校の児幼生 10J-J 15日~
12月2211

※対象年齢欄の( )内はt密閉が受けられる最高年齢て寸一。

塩田母親学級日程表
lコース 5回で年 3コー ス実施

時間=午後 l時30分から 4時ま で

場所=塩田母子健康センター

持ち物=母子健康手帳、筆記用具

コー

乳幼児健康診査日程表

r!i塩田母子健康セ ンデーい官川西社会福祉セ ノデ ー

1.~ 6)か百 t~ト7か玩1瓦芯五百

内容

第 1回目 妊娠から出産まで

第2回目 妊婦体操と「も くよく」の実際

第 3回目 丈夫な歯を作るために

第 4回目 産後の生活と家族計画

第 5回目 新生児と育児について

お問合せ塩田支所ft38喝 3000

各種検診日程表

lくわしくは、実施時期に広報うえだ i
でお知らせします。 1

-受付時R

・持参す4

・診査内Z

r、受付時聞は各会場とも 4か月・ 9か月児診査は、午後 1時30分から 2時まで

1・6か月兜.査は、午後 1時30分から 2時30分までです。

0'寺多するもの 母チ鍵I噴手級o.査の内容 ①医師の健康診査⑦体重、身長測定 ③僅乳食実習(4か月児のみ)

@自歯科勾該(9か月児のみ)@歯科険診(1 Il6か月兜のみ)
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54年度母子保健推進員さん(敬称略)

母 子 保 健 推 進員の皆さんは、妊婦の家庭を訪問 して、妊婦の健康や育児問題の相談にのったり、市

、6月 、 l の保健婦と連絡 を密にして、妊財と乳幼児などの 健康の維持と病気の早期発見など幅広く活動されて

前納さ 1 います。気軽に ご相 談ください。

今
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
で

経
験
豊
か
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
中
高。

氏 名 連 絡 先 受持 自治 会 氏 名 連 絡 先 受持自治会

4安井久チ 公22-9497 踏入 青木きんチ 公35-1326 みす、ー台南
吉田竹美 公24-3427 泉町 竹内 昌江 公24-8586 有2-2401 上沢
山本みよ子 公22-8575 北常田、 T常国 富井則子 公36-2091 みす J台北
長井正子 公22-7059 上常田 中島宏子 公35-2464 みす J台北
滝沢志満 公27-2459 中常国 '畠'田ユミチ 公35-0699 梅が丘
黒崎ウ タ 公22-0209 材木町 荻原ふさ子 公35-1247 梅が丘
藤沢博チ 公24-5640 材木町 関 とし 公22-8647 国分、黒坪
中沢 豊直子 公23-3058 松尾町、末広町 中沢和代 公22-8644 有2-2755 上堀
小松文子 公22-1807 大手町 草間勝子 公24-8062 下招
柳 沢光子 公22-2052 南天神町、泉平 矢島智字 有2-2126 久保林

平野フジヨ 公24-5571 北天神町 山崎 f山 有2-4911 畑山
藤井マサ子 公22-5848 本町、鷹匠町 中村英子 有2-5015 イ手勢山
上村茂登恵、 公22-0707 償問I、海野町、田町 一之瀬二三子 公22-6713 有2-7027 長島

高縞品子 土}22-0440 馬場開丁、袋町 倉島静チ 有2-7191 金剛寺、長[;;，

大 脇玲子 公22-1607 公23-3382 原町、丸沼 六川 りち 公24-0815 有2-6722 大久保

佐藤武江 公22-9558 木町、北大手 小林紀子 公27-4176 有2-6389 金井

上 原ヨシ 公24-6993 上川原柳田T 古沢すみを 公22-1145 有2-6188 蛇J尺
jヒ沢敏一1土 公22-4638 下川原柳田I、上川原柳町 山崎美喜子 公22-7747 有2-6609 山口

出里子 政チ 公22-7723 愛宕町、上鍛治町、鍛治町 {云固まさiI 公24-1504 有2-5587 西里子竹、 里子竹

宮下長子 公23-1344 上房山、下房山 湯本俊子 公24-4770 有2-5332 神科新屋、富士見台

柳沢房江 公22-0233 上車竹"昼間I、柳田T 西条智チ 公27-1295 有会5740 笹井

宮沢 ラ号 f 土ミ22-6597 新LD 西沢とも子 有2-6020 染屋

進藤 {言j二 公22-5683 新聞 止公沢 輝代 公24-4806 染屋

件UII 糸 土ミ23-1157 新聞 柳原迫子 公23-2816 岩門

;当[;}J f愛子 公22-7518 下紺屋町 中村真津チ 公24-8692 有2-3959 林之郷

小林喜代 公23-1295 西脇、鎌原 冶之上千代江 公27-1944 有2-3334 森、宮之上

推塚きち f 土と22-5806 諏訪部、新町 柳沢美江子 有2-3123 大白木、長人

矢島ふさ 公23-1828 生t家 荻原はるい 公35-0736 有2-3661 凹T吉田、下吉田、 小井回

安 藤良江 公22-8860 常磐田T 六川 勝チ 公35-2162 有2-3581 中吉田

関口あやチ 公24-5598 緑が丘 石江かね 有2-4003 桜台

小 市きみ 公22-9613 新!丞 小菅栄子 公24-6711 有2-4544 下郷、漆戸

宮下久伊 公24-1654 有2-8009 城北 関としい 公公24-9261 有2-4166 赤坂

金井普 F 公23-1588 緑が丘北 渡辺磯江 27-1767 有2-4297 矢沢

松村公チ 公27-1898 緑が丘西 佐藤たま志 公27-3688 有2-4788 岩清水

中沢久美子 公22-0572 三好町 斉藤ちかひ 公38-3968 有7273 上手、大湯、院内、分去

片岡良チ 公22-3790 有3-5434 小牧 田中八重子 公38-2205 有2975 上本郷、下本郷

F塚規チ 公24-7980 有3-4775 諏訪形、須川 沓掛律子 公38-5937 有2524 五加、東五加

宮下益チ 公23-0628 有3-5055 中村 神津ラf忠 公38-2681 有2676 五加、東五加

鈴木守江 公24-9090 朝日が丘 小泉 史 公38-4646 有3446 上小島、下小島

償問正校 公22-9310 有3-4436 御所 倉沢美代チ 公38-23日有3264 中野

回中 丈 公24-0372 有3-4059 中之条 板橋富千 公38-2697 有3791 f呆里子

間沢 H丹美 公;23-3167 千曲町 藤沢途千 公38-4181 有4252 八木沢、舞回

工藤幸千 公24-3595 千曲町、中之条 育I也志、げチ 公38-4550 学海団地、学海南

滝沢かづ 子 公22噂 7032 有2-8633 秋和 平坂すみ子 公38-4801 学海団地、学海南

中島喜久子 公23-6426 有2-8727 秋和 吉原 i筒江 公38-2245 柳沢、石神

小岩井節子 公22-8349 有2-9154 上塩尻 il'-i水千代+ 公38-3294 鈴チ、平井寺

山崎きよ子 公22-3103 有2-9069 上塩尻 丸山ヨ シエ 公38-3285 有4974 下之郷

悔原ヨウ子 公27-3553 有2-9709 下塩尻 西沢勝江 公38-3595 有5308 奈良尾

広島孝子 公27-5105 有3-3325 川辺町 峯村めぐみ 公38-2545 有5497 中華且

中村いと 公22-5421 有3-3165 川辺町 r~l 里子よ LiI 公38-2759 有5885 下幸且

塩川いずみ 公23-1358 川辺町 黒坂智Jぶ子 公38-3405 有6112 十人、東前山

手塚; 安子 公27-0880 神畑 ノj、キ*きのえ 公38-3368 有6298 新町(塩田)

r~ 英子 公22-6331 *築地 小山志ず子 公38-6395 有6215 西前山、山田

小沢英子 公24-2199 有3-2269 上回原(本区) 吉野多満1'.1: 公38-4329 有6453 手塚

上原典子 公24-8743 下之条 :m:回とみ江 公38-4610 有7002 里子倉

中川文子 公24-3599 念升 小林とりチ 有2137 仁古田

i白水秀子 公27-0637 有3-2433 築I也 戸島記和チ 公31-2265 有2193 岡

中j尺本子 有3・1267 吉問、福岡 柏木怜子 公31-2722 有2560 浦野、越戸

上里f H {- 公22-5022 有3-1308 上半過、下半過、山口 大井美南江 公31-3171 有3672 藤之木

上井サヨ子 公35-0365 大1丞 清水 I笠子 公31-8234 有3627 上室賀

和泉主日{- 公35-0486 大1丞 山崎美枝 公31噂 2436 有3118 下室賀

上 t.，~ 千 1\: -..1 公35-2530 告 F 久伝 i筒iI 公23-8276 有3-1682 小泉

'l';'1"烏チヨノ 公:~5-0398 F，'f木、 上汗木 柳y尺由子 公邑2-8410 有3-1883 l、JhK 
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上1"11千f
広晶子・

54年度は、固定資産税の基礎となる、評価額 に 対 す る 評 価 替 え

が行なわれました。

土地については、各地目とも評価額は若干上昇しています。

家屋については、新噌築の家屋は、国で定め た新評価基準によ

り評価額が算出され、 50年から 52年中に建築された家屋は新増築

家屋との均衡上から若干の是正が行われています。

今回地方税 法が一部改正され、土地の固定資産税は、新しい評

価額を基礎として算出すると、税負担が急激に増えるため、必要

な負担調整措置が行われています。

0固定資産税の算定方法

1.宅地等(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

54年度評価額
53年度課税標準額

上昇率の区分

1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、1.7倍以下のもの

1.71音を走亙えるもσ〉

53年度課税標準額×負担調整率=54年度課 税標準額

(この額が新評価額を超える場合は、新評価額とします。)

2.農地

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

54年度評価額

53年度課税標準額

上昇率の区分 |負担調繁率

.1. 15倍以下のもの 1. 05 

1.15倍を超え、 1.3倍以下のもの 1.10 

1.3倍を超えるもの 1. 20 

53年度課税標準額×負担調整率=54年度課税標準額

以上の1.宅地等2.農地により算出された54年 度課税標準額に税

率長会を乗じ た も の が54年度固定資産税になります。 なお、宅

地のうち小規模住宅用地 (200ばまでの宅地)は寺、その他の住

宅用地はきの割合を評価額に乗じた額となりま手。

0都市計画税 の算定方法

1.宅地等(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

54年度評価額

53年度都市計画税課税標準額

上昇率の区分 |負担調整率

1.3倍以下のもの 1.1 

1.3倍を超え、1.7倍以下のもの 1.2 

1. 71告を走Eえるもの 1.3 

だ一一一(間話毎日A23) 第 790}}-

くらしを守るあなたの国民年金

⑬ 
保険料の納期と免除

今年度の国民年金保険料の納期は、6月、

9丹、 12月、 2月です。 4月にー括前納さ

れた 人 以 外 の 皆 さ ん は 、 納 期 内 に完納され

るようごttbカください。

強制加入の皆さんで、災害などいろいろ

な事情で保険料を納めることか宙維な人は、

保険料が免除されることがありますので

市役所国保年金課か塩田、 I11西 、盛殿の各

支所へご相談ください。

お問合せ=国保年金諜年金係 (ft⑫4100内

線 284・285 有線②0711)

えつ一(5)一一一昭和54年5月1日 広報

54年度固定資産を評価替え
=地方税法改正により新評価額に=

守
正

ノj、 j也

多国忠、

昭和53年 12月20日から昭和54年 3月20日

までの聞に行った定期監査の結果 について

次のとおり公表します。

定期監査の結果公表
上田市監査委員

同

上昇率

53年度都 市 計 画 税 謀 税 標 準 額 × 負 担 調 盤 率=54年度都市計画

税課税標準額

(この析が新評価額を超える場合は新評価額とします。)

2.農地

次の算式および下表により負担調主主率を求めます。

54年 度 評 価 額
53年度都市計画税課税標準額

上舛率の区分 |負 担調繋率

1.15倍以下のもの 1. 05 

1.15倍を超え、1.3倍以下のもの 1.1

1.3倍を超えるもの 1.2 

53年度都 市計画税諜税標準額×負担調整率=54年度都市計画

税課税標準額

以上の1.宅地等2.農地により算出された54年度都市計画税課税

標準額に税率告きを乗じたものが、54年度都市計画税となります。

(お問合せ) 資産税諜

(宮⑫4100内線236，237有線②0681)

惨監査の内容‘

昭和52年度における予算の執行、事務処

理の状況、契約の状況、公有財産およ び物

品の管理などについて。

惨監査の対象‘

秘書課、応急工事課、総務部(庶務課、市民

税謀、資産税課、収税課)、企画財政部(企

画課、財政課)、民生部(市民謀、生活交通

課、公害諜)、 商工部(市民会館)、 消防部

(総務課、防災課、警防諜)、国体事務局(総

合計画課、競技課)、福祉事務所(母チ健康

センター)、豊殿支所、塩田支所(総務課、住

民課)、 川西支所(総務課、住民諜)、 会計課

惨監査の結果‘

各所管における財務に関する事務は、お

おむね適正に処理されているものと 認めた。

なお、それぞれの監査か所におけ る指摘

事項については、そのつど留意また は改善

をイ足した。

行政の多様化に伴い、ますます増大する

事務処理にあたっては、常に能率化に15:を

用い効率的執行に配慮されるよう 望むもの

である。

上昇率

上昇率

あなたも一度おいでください

高年齢者職業相談室

今
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
で

経
験
豊
か
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
中
高

年
齢
者
の
皆
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
。

職
種
は
、
工
員
、
雑
役
、
掃
除
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
体
が
丈
夫

で
「
な
に
か
仕
事
を
し
た
い
己
と
考
え

て
い
る
方
は
、
一
度
、
市
役
所
二
階
の

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
ま
で
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〈お
問
合
せ
〉

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
(
宮
⑫
四
一

0
0内
線
二
七
八
)

上昇率
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4月12日、市民会館で「新卒就職者激励

:大会」が開かれました。(写真)今年は、上

:田市、丸子町、東部町の 186事業所約1000
:人の新就軍費者が参加、井出孫六さんの講演、

:青少年ホームの先輩の歌や踊リで楽しいひ

:とときを過しました。

お知らせ
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
よ
う

え

交
通
災
害
共
済
更
新
と

加
入
促
進
月
間

つロ同日
F

+
g
+
 

広
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
、
交
通
災

一
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日
が
期
限
で

一

す
。

町
別
五
月
は
じ
め
に
自
治
会
の
役
員
さ
ん

仰
向
や
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
を
と

咋
糊
お
し
て
入
会
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

馴
れ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
こ
の
機

一
会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
重
度
身
体
障
害
者
(
一
・
二

・
三
級
)

一
交
通
災
害
遺
児
、
同
和
対
策
事
業
対
象

一
世
帯
、
七
十
歳
以
上
(
明
治
四
十
二
年

同
五
月
三
十
一
日
以
前
生
れ
)
の
人
、
療
育

乃
手
帳
所
有
者
な
ど
の
皆
さ
ん
は
、
加
入

第
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
会
費
を
市
が
負
担
し
自
動
的
に
加
入
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈会

費

〉

一
般
H

一
人
年
額
三
百
円
。

団
体
H

一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
)

今
年
か
ら
上
田
市
交
通
災
害
共
済
条

例
の

一
部
を
改
正
し
、
加
入
更
新
者
、

新
規
加
入
の
会
費
を
統

一
し
、
事
務
の

合
理
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈そ
の
他
〉

自
治
会
未
組
織
の
皆
さ
ん
は
、
市
役

所
生
活
交
通
課
か
、
塩
田
、
川
西
、
豊

殿
の
各
支
所
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

生
活
交
通
課
交
通
安
全
係
(
含
⑫
四
一

い
臼
を
選
ん
で
、
下
表
の
委
託
医
療
機

0
0内
線
二
七
七
有
線
②
O
七
四
五
)

市

助
産
婦

職

員

資

格

H
H
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
以

降
に
生
ま
れ
、
助
産
婦
の
資
格
を
持

っ
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
現
在
、
市

内
の
病
院
、
医
院
な
ど
に
勤
め
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

人

員

H

若
干
名
。

必
要
書
類
H

①
履
歴
書
②
資
格
証
明
書

勤
務
場
所
H
上
田
市
産
院

(
常
磐
城
五

ー
六
|
一一一
九
)

申
込
先
・
期
間
・
お
問
合
せ
H
五
月
七

日
聞
か
ら
同
三
十
一
日
附
ま
で
に
、

市
役
所
三
階
庶
務
課
職
員
係
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

(
宮
⑫
四

一
O
O

内
線
二
二
二
・
二
二
三
有
線
②
O
六

五
二

ス
キ

ス
ポ

ツ

主
団

小
学
四
年
生
団
員

ス
キ
l
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
こ
れ

か
ら
夏
季
の
体
力

a

つ
く
り
の
集
団
訓
練

に
入
り
ま
す
。

資
格
・
人
員
H

小
学
校
四
年
生
の
男
女

二
十
名
。

受
付
期
間
H
五
月
十
五
日

ωか
ら
受
付

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
合
せ
H
H
教
育
委
員
会
体

育
課
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
係

(
宮
⑫

四

一
O
O内
線
五
五
五
)

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

6
、
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

一

よ

一

7
し

ん

入

斗

C

H

H
・村川以

農
業
共
済
に
新
し
く
「
畑
作
物
共
済
」

と
「
園
芸
施
設
共
済
」
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
共
済
対
象
と
な
る
皆
さ
ん

は
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

畑
作
物
共
済
は
、
水
田
利
用
再
編
対

策
事
業
の

一つ
と
し
て
新
し
く
加
え
ら

れ
た
も
の
で
、
対
象
作
物
は
六
品
目
で

す
が
、
上
田
市
で
は
こ
の
中
か
ら

H

大

豆
山
と

H

ば
れ
い
し
ょ
H

を
共
済
対
象

と
し
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済
は
、
ハ
ウ
ス
、
温
室
、

な
ど
の
施
設
や
暖
房
器
な
ど
の
付
帯
設

備
、
施
設
の
中
の
作
物
(
育
苗
中
の
も

の
は
除
く
)
を
共
済
対
象
に
し
て
い
ま

す
。資

格
や
加
入
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。 農業共済に

「園芸施設」「畑作物」
(大豆・ばれいしょ)

共済新設

畑

作

物

共

済

資

格

1
大
豆
、
ば
れ
い
し
ょ
を
十
ア

副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

こ
の
副
作
用
は
、
注
射
後
七
日
か
ら

ー
ル
以
上
作

っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ

ん
で
す
。

加
入
方
法
H
義
務
加
入
制
で
す
。

期
間
U
発
芽
期

(
移
植
す
る
も
の
は

移
植
期
)
か
ら
収
種
ま
で
で
す
。

支
払
い
の
対
象
リ
風
水
害
、
干
害
、
冷

害
、
ひ
ょ
う
害
な
ど
の
気
象
災
害
。

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
で
す
。

補
償
金
額
H
H
八
割
を
限
度
に
支
払
い
ま

す
。

掛

金

H
農
家
の
皆
さ
ん
が
四
割
。
国

が
六
割
負
担
し
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

加
入
対
象
H
H
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
(
三

ア
ー
ル
未
満
は
除
く
)
と
ガ
ラ
ス
温

室
(
一
・
五
ア
ー
ル
未
満
は
除
く
)

・
お
よ
び
付
帯
設
備
。
施
設
内
の
作
物

で
す
。

加
入
方
法
H
全
棟
加
入
の
義
務
加
入
制

で
す
。

期

間

H
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
翌
日
か

ら
一
年
間
で
す
。

補
償
金
額
H
価
格
算
定
方
式
に
よ

っ
て

算
定
さ
れ
た
額
の
四
O
%
か
ら
八
O

%
を
限
度
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

掛

金

H
農
家
の
皆
さ
ん
が
五
割
。
国

が
五
割
負
担
し
ま
す
。

お
問
合
せ
H
農
業
共
済
課
農
蚕
係
(
宮

⑫
四
一
O
O
内
線
三
二
九
有
線
②
O

七
六

O
)
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勺

f第一
麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

泊
四
次
に
よ
り

H

無
料
H

で
行
い
ま
す
。

問
問
…
今
ま
で
麻
し
ん
に
か
か

っ
た
り
、
以

年
郵

仰
一
川
前
に
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
子
供
さ

川
W

ん
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

一
さ
い
。

一

〈対
象
者
〉

だ

1
、
五
十
二
年

一
月
一
日
か
ら
五
十
二

・
え
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
子

供
さ
ん
。

λ
ノ

，

E
2、
六
歳
未
満
の
子
供
さ
ん
で
、
い
ま

幸
ま
で
実
施
し
た
機
会
に
で
き
な
か
っ

広

た

人

。

一

〈実
施
期
間
・
場
所
〉

一
五
月
十
四
日
開
か
ら
同
三
十

一
日
附

一
ま
で
に
、
子
供
さ
ん
の
健
康
状
態
の
良

口μ
円
円

F
h
d
 

年A
吐

F
同

υ
nuH 

エ
小
a

刀
口

内

J

予

防

接

種

麻
し
ん
は
し
か

窓
口
事
務
一
本
化

「

福

祉

課

」

{
家
庭
児
童
相
談
係
で
一

一

受

付

-

今
ま
で
、
福
祉
事
務
所
社
会
課
で
取

り
扱
っ
て
き
た

H

児
童
手
当
事
務
H

を

生
活
交
通
課
交
通
安
全
係
(
台
⑫
四
一

い
日
を
選
ん
で
、

下
表
の
委
託
医
療
機

関
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
て
受

け
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
は
、
地
区
別
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
、
ふ
だ
ん
か
か

り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
か
、
最
も
近
い

お
医
者
さ
ん
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈受
け
ら
れ
な
い
人
〉

ー
、
種
痘
、
急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ

ヒ
)
、
風
し
ん
な
ど
の
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
、
一
か
月
以
上
経
過
し
て

い
な
い
子
供
さ
ん
。

2
、
発
熱
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害

の
あ
る
子
供
さ
ん
。

3
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、

肝
臓
疾
患
の
増
悪
期
、
ま
た
は
活
動

期
に
あ
る
子
供
さ
ん
。

4
、
卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
子
供
さ
ん
。

5
、
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作
用
を
起

四
月
一
日
か
ら
同
事
務
所
福
祉
課
家
庭

児
童
相
談
係
、
窓
口
ロ
番
で
取
り
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
係
で
取
り
扱

っ
て
い
る

H

児
童
の
手
当
事
務
H

は
次

の
と
お
り
で
す
。

マ
児
童
手
当
マ
児
童
扶
養
手
当
マ
特
別

児
童
扶
養
手
当
。

四

一
O
O内
線
五
五
五
)

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

6
、

一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

7
、
ガ
ン
マ
ー
グ
ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を

受
け
た
子
供
さ
ん
。

8
、
そ
の
他
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が

不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子
供
さ
ん
。

〈持
っ
て
い
く
物
〉

ー
、
送
付
し
た
通
知
書
(
必
ず
問
診
票

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)。
前
回
の
対

象
者
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん
は
、
前

回
通
知
し
た
問
診
票
へ
記
入
の
う
え

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

は
、
各
医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

2
、
母
子
健
康
手
帳
、
ま
た
は
健
康
手

帳
。

〈そ
の
他
〉

注
射
後
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

し
た
が
っ
て
社
会
保
険
、
国
民
健
康
保

険
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
の
予
防
注
射
は
、
注
射
後
、

悩
み
ご
と
の
あ
る
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
で
、
生
活
、
子

供
の
修
学
資
金
、
住
宅
、
病
気
な
ど
い

ろ
い
ろ
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

母
子
相
談
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
結
構
で
す
。
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
母
子
相
談
員
が
訪
問
し
て
、

ご
相
談
い
た
し
ま
す
。

(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
三
七
四
)

資

格
H
H
大
豆
、
ば
れ
い
し

ょ
を
十
ア

を
さ
け
安
静
を
保
ち
、
回
復
を
待
っ
て

く
だ
さ
い
。
一

般
に
特
別
の
泊
療
を
受

け
な
く
て
も
回
復
し
ま
す
が
、
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
た
り
、
呼
吸
が
早
く
な

っ

た
り
し
た
時
は
、
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

〈お
問
合
せ
〉

保
健
予
防
課
保
健
係
(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
二
八
九
内
線
②
O
七
二

こ

医 療 機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

ヨ苦 沢 医

院院院 (((北下紺森大屋町手)))11222422--22但2日8740OllH塩城嶋キ 岡 病 院 (中 野)

38-2221 

荒 弁 医 す内科小児科医院 (常磐町) 22-3202 

|安 藤 病 南医院 (御所) 22-3481 

飯 島 医 院(築 地) 22-5011 豊 田 医 院 (下紺屋町) 22-1158 

池 回 医 院(川辺町) 22-5041 新 美 医 院 (大 屋) 35-0012 

池 田 医 院 (i甫 里子) 31-2007 日新堂病院(馬場開J)i 22ー 0558

内 久 根医院 (浦 聖子) 31-2019 橋 本 医 院 (鋒 回)138-2033 

遠藤内科医院 (馬場町) 22-0051 堀 内 医 院 (大 屋) 35-0104 

岡田外科医院 (愛宕 町)，24-2662 堀 内 医 院 (鎌 原): 22-6235 

金井内科小児科医院 (国 分) 22-9716 松尾内科小児科医院 (下常国) 22-1355 

川十工申科 診療 所 (長 島) 27-3331 宮坂内科小児科医院 (下常国) 22-0759 

藤内科医院 (新 回)i 22-0083 宮 坂内科医院 (大手町) 22-0997 
ムHk長 坂 内 科 (上塩 尻) 22-1936 宮下内科小児科医院 (上 堀) 22-1233 

甲田内科小児科診療所(石 神)• 38-3065 11 ニ 原内科医院(中之条) 27-6500 

小松内科循環器科医院(上川原柳)1 27-2200 ニ好町産婦人科医院 (御 所) 23-2381 I 

小井土内 科 医 院 (下川原柳川 27一蹴6 村 上. 医 院 (末広田J) 22-3740 

斉藤外科 医 院(下 青 木)135-0887 相P j尺 病 院 (北大手) 22-0109 

斉 藤 医 院 (馬 士号町)， 22-1048 依 田 医 院 (鍛治町) 22-0455 

佐 藤 医 院(新 町) 38-2543 

副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

こ
の
副
作
用
は
、
注
射
後
七
日
か
ら

十
二
日
を
中
心
に
、

三
十
七
度
か
ら
三

十
八
度
五
分
以
上
の
熱
を
出
し
た
り
、

軽
い
発
し
ん
が
起
こ
っ
た
り
、
せ
き
、

鼻
水
が
出
た
り
、
食
欲
が
減
退
し
た
り

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ

っ
た
と
き

は
、
激
し
い
運
動
や
外
出
、
入
浴
な
ど

(五十音順)委託医療機関一覧表
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基本的
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| 同和問題を考える l 

えつ一第 790号 (留守誌協針)一一一広報

(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

金
井
龍
蔵
さ
ん

堀
藤
一
郎
さ
ん

田
島

郁
子
さ
ん

滝
沢
保
脅
さ
ん

長
尾
武
夫
さ
ん

ヲ16日

CJ 
下王

川
辺
町

下
室
賀

西
前
山

金

井
上
塩
尻

今
日
、
義
務
教
育
課
程
の
教
科
書
が

国
か
ら
無
償
で
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

は
昭
和
三
十
六
年
高
知
県
の

一
同
和
地

区
の
母
親
た
ち
が
、
憲
法
に
照
ら
し
て

要
求
運
動
を
起
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
、
実
現
し
た
制
度
で
、
同
和

地
区
の
人
た
ち
の
こ
う
し
た
権
利
を
保

障
し
て
い
く
措
置
が
ひ
い
て
は
国
民

一

人
ひ
と
り
の
権
利
を
保
障
拡
大
し
て
い

く
こ
と
に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
ひ
と
つ
の
例
で
す
が
同
和
地

区
の
行
政
水
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は

す
べ
て
の
住
民
の
生
活
、
文
化
、
福
祉

の
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と

上
田
原

下

郷
上
室
賀

八八四七七
O二五七七

松
崎
真
一
郎
さ
ん

小
菅
つ
る
代
さ
ん

西

沢

信

さ

ん

釘
持
タ
ミ
さ
ん

大
手
一
(
末
広
町
)

館

林

良

隆

さ

ん

保

野

横
沢
ス
イ
さ
ん

中
央
二
(
海
野
町
)

児

玉

ま

さ

さ

ん

御

所

若

林

は

つ

み

さ

ん

浦

野

杉

浦

松

太

郎

さ

ん

保

野

山
浦

環

さ

ん
中
央
西

一

(
丸
堀
)

伊
藤
岩
夫
さ
ん

中
央
西
二
(
下
紺
屋
町
)
六

一

山
下

義

治

郎

さ

ん

手

塚

八

二

倉

沢

一

継

さ

ん

院

内

七

八

思
い
ま
す
。

無
関
係
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く

判
り
ま
し
た
が
、
で
は
い
っ
た
い
私
た

ち
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

結
局
、
同
和
地
区
の
人
び
と
を
は
じ

め
、
も
ろ
も
ろ
の
差
別
を
受
け
て
い
る

人
び
と
の
人
権
を
守
る
こ
と
は
、
同
時

に
す
べ
て
の
国
民
の
人
権
を
守
る
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
か
ら
「
だ
れ
だ
れ
の
た

め
に
や
る
」
と
い
う
努
力
で
は
な
く
ま

さ
に
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
な
の
で

す。
部
落
差
別
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
同

和
地
区
以
外
の
人
も
不
利
益
を
こ
う
む

り
し
あ
わ
せ
を
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と

七七八
五六七

小尾
林崎

上
青
木

ハ五

義
虞
さ
ん

直
貞
さ
ん

常
田
二
(
北
常
田
)

三
好
さ
ん

中
央
四
(
下
紺
屋
町
)

竹

治

さ

ん

国

分

静
さ
ん

大
手

一
(
大
手
町
)

き

ち

さ

ん

山

口

保

一

さ

ん

千

曲

町

ヒ
デ
さ
ん

大
手
一
(
大
手
町
)

伊
藤
た
ま
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)

戸

島

け

さ

お

さ

ん

仁

古

田

清

水

さ

か

江

さ

ん

畑

山

玉

井

巧

さ

ん

川

辺

町

丸
山

八
一

七

O

遠笠
藤原

八
三

八
三

八
五

七
八

西真深
村下町

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
認
識
す
る
と
と
も
に
、

部
落
差
別
も
ま
た
、
こ
の
社
会
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
と
複
雑
に
か
ら
み
合

っ
て
存
在
し
住
み
に
く
い
社
会
に
し
て

い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ

と
を
自
分
自
身
の
し
あ
わ
せ
を
築
く
た

め
の
諜
題
と
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
よ
う
に
、
差

別
を
な
く
し
、
人
権
の
大
切
さ
を
教
え

る
教
育
や
行
政
は
た
だ
単
に
同
和
地
区

の
た
め
だ
け
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
人
を
差
別
し
て
お
い
て
、
ど
う
し

て
自
分
の
人
権
が
守
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

差
別
と
は
、
人
権
を
侵
す
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
す
。
他
人
の
し
あ
わ
せ

七

小

泉
倉

升

伊
勢
山

八六
七九

音
美
さ
ん

か
ぎ
さ
ん

弥
八
さ
ん

吉

一
さ
ん

常
田
二
(
上
常
田
)

梅

原

茂

さ

ん

下

塩

尻

石
井
ま
さ
子
さ
ん

大
手

一
(
末
広
町
)

今

村

保

子

さ

ん

新

町

丸

山

た

け

子

さ

ん

中

之

条

勝
目
と
よ
さ
ん

常
田
二
(
下
常
田
)

大

熊

菊

さ

ん

新

田

山
本
な
つ
い
さ
ん

天
神
一
(
北
天
神
町
)
六
七

保

科

友

治

さ

ん

岡

八

三

中

村

た

き

じ

さ

ん

下

之

条

七

六

七
iへ

団長推前
浅間名山

七
二

七

一

七
六

J¥ 
o 

を
ね
た
み
他
人
の
不
幸
を
喜
ぶ
思
想
が

も
し
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
結

局
ま
た
自
分
自
身
の
幸
せ
を
他
人
に
よ

っ
て
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

「
関
係
な
い
J

一
と
い
う
よ
う
な
考
え

方
は
、
同
和
地
区
の
人
び
と
の
人
権
を

奪
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
同
時
に
す

べ
て
の
人
び
と
の
人
権
を
も
お
ろ
そ
か

に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
部
落
を
解
放
し

て
い
く
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
す

べ
て
の
市
民
の
基
本
的
人
権
、
健
康
で

文
化
的
な
幸
せ
な
生
活
を
保
障
す
る
こ

と
に
大
き
く
通
じ
て
い
ま
す
。

七七七
二 八九

上
室
賀

八

O
五
七

七

一

豊
さ
ん

り
へ
さ
ん

中
央
六
(
上
鍛
治
町
)
七
八

ふ
の
さ
ん

材
木
町

一
(
材
木
町
)
八
七

達

朗

さ

ん

み

す

ず

台

北

三

ワ
キ
さ
ん

中
央
六
(
愛
宕
町
)

金

井

社

喜

さ

ん

大

久

保

藤
沢
袈
裟
文
さ
ん

常
国

-
(
中
常
田
)

ハ
ナ
さ
ん

中
央
四

(木
町
)

正

彦

さ

ん

福

田

安

子

さ

ん

舞

固

定

告

さ

ん

山

田

サ

キ

さ

ん

東

築

地

大甲
塚;田林

七六
六七

小鴇
森田

/¥ /¥ 

串
田

山竹中小
岸 下村林

四
八

一

七
七

五
五


	昭54年01月01日0782号01
	昭54年01月01日0782号02
	昭54年01月01日0782号03
	昭54年01月01日0782号04
	昭54年01月01日0782号05
	昭54年01月01日0782号06
	昭54年01月01日0782号07
	昭54年01月01日0782号08
	昭54年01月16日0783号01
	昭54年01月16日0783号02
	昭54年01月16日0783号03
	昭54年01月16日0783号04
	昭54年01月16日0783号05
	昭54年01月16日0783号06
	昭54年02月01日0784号01
	昭54年02月01日0784号02
	昭54年02月01日0784号03
	昭54年02月01日0784号04
	昭54年02月01日0784号05
	昭54年02月01日0784号06
	昭54年02月01日0784号07
	昭54年02月01日0784号08
	昭54年02月16日0785号01
	昭54年02月16日0785号02
	昭54年02月16日0785号03
	昭54年02月16日0785号04
	昭54年02月16日0785号05
	昭54年02月16日0785号06
	昭54年02月16日0785号07
	昭54年03月01日0786号01
	昭54年03月01日0786号02
	昭54年03月01日0786号03
	昭54年03月01日0786号04
	昭54年03月01日0786号05
	昭54年03月01日0786号06
	昭54年03月01日0786号07
	昭54年03月01日0786号08
	昭54年03月01日0786号09
	昭54年03月01日0786号10
	昭54年03月01日0786号11
	昭54年03月01日0786号12
	昭54年03月16日0787号01
	昭54年03月16日0787号02
	昭54年03月16日0787号03
	昭54年03月16日0787号04
	昭54年03月16日0787号05
	昭54年03月16日0787号06
	昭54年03月16日0787号07
	昭54年03月16日0787号08
	昭54年03月16日0787号09
	昭54年03月16日0787号10
	昭54年04月01日0788号01
	昭54年04月01日0788号02
	昭54年04月01日0788号03
	昭54年04月01日0788号04
	昭54年04月01日0788号05
	昭54年04月01日0788号06
	昭54年04月01日0788号07
	昭54年04月01日0788号08
	昭54年04月01日0788号09
	昭54年04月01日0788号10
	昭54年04月16日0789号01
	昭54年04月16日0789号02
	昭54年04月16日0789号03
	昭54年04月16日0789号04
	昭54年04月16日0789号05
	昭54年04月16日0789号06
	昭54年04月16日0789号07
	昭54年04月16日0789号08
	昭54年04月16日0789号09
	昭54年04月16日0789号10
	昭54年05月01日0790号01
	昭54年05月01日0790号02
	昭54年05月01日0790号03
	昭54年05月01日0790号04
	昭54年05月01日0790号05
	昭54年05月01日0790号06
	昭54年05月01日0790号07
	昭54年05月01日0790号08
	昭54年05月01日0790号09
	昭54年05月01日0790号10
	昭54年05月01日0790号11
	昭54年05月01日0790号12
	昭54年05月16日0791号01
	昭54年05月16日0791号02
	昭54年05月16日0791号03
	昭54年05月16日0791号04
	昭54年05月16日0791号05
	昭54年05月16日0791号06
	昭54年05月16日0791号07
	昭54年05月16日0791号08
	昭54年06月01日0792号01
	昭54年06月01日0792号02
	昭54年06月01日0792号03
	昭54年06月01日0792号04
	昭54年06月01日0792号05
	昭54年06月01日0792号06
	昭54年06月01日0792号07
	昭54年06月01日0792号08
	昭54年06月01日0792号09
	昭54年06月01日0792号10
	昭54年06月01日0792号11
	昭54年06月01日0792号12
	昭54年06月01日0792号13
	昭54年06月01日0792号14
	昭54年06月01日0792号15
	昭54年06月01日0792号16
	昭54年06月16日0793号01
	昭54年06月16日0793号02
	昭54年06月16日0793号03
	昭54年06月16日0793号04
	昭54年06月16日0793号05
	昭54年06月16日0793号06
	昭54年06月16日0793号07
	昭54年06月16日0793号08
	昭54年06月16日0793号09
	昭54年06月16日0793号10
	昭54年07月01日0794号01
	昭54年07月01日0794号02
	昭54年07月01日0794号03
	昭54年07月01日0794号04
	昭54年07月01日0794号05
	昭54年07月01日0794号06
	昭54年07月01日0794号07
	昭54年07月01日0794号08
	昭54年07月16日0795号01
	昭54年07月16日0795号02
	昭54年07月16日0795号03
	昭54年07月16日0795号04
	昭54年07月16日0795号05
	昭54年07月16日0795号06
	昭54年07月16日0795号07
	昭54年07月16日0795号08
	昭54年07月16日0795号09
	昭54年07月16日0795号10
	昭54年08月01日0796号01
	昭54年08月01日0796号02
	昭54年08月01日0796号03
	昭54年08月01日0796号04
	昭54年08月01日0796号05
	昭54年08月01日0796号06
	昭54年08月01日0796号07
	昭54年08月01日0796号08
	昭54年08月01日0796号09
	昭54年08月01日0796号10
	昭54年08月01日0796号11
	昭54年08月01日0796号12
	昭54年08月01日0796号13
	昭54年08月01日0796号14
	昭54年08月16日0797号01
	昭54年08月16日0797号02
	昭54年08月16日0797号03
	昭54年08月16日0797号04
	昭54年08月16日0797号05
	昭54年08月16日0797号06
	昭54年08月16日0797号07
	昭54年08月16日0797号08
	昭54年09月01日0798号01
	昭54年09月01日0798号02
	昭54年09月01日0798号03
	昭54年09月01日0798号04
	昭54年09月01日0798号05
	昭54年09月01日0798号06
	昭54年09月01日0798号07
	昭54年09月01日0798号08
	昭54年09月16日0799号01
	昭54年09月16日0799号02
	昭54年09月16日0799号03
	昭54年09月16日0799号04
	昭54年09月16日0799号05
	昭54年09月16日0799号06
	昭54年09月16日0799号07
	昭54年09月16日0799号08
	昭54年09月16日0799号09
	昭54年09月16日0799号10
	昭54年09月16日0799号11
	昭54年09月16日0799号12
	昭54年10月01日0800号01
	昭54年10月01日0800号02
	昭54年10月01日0800号03
	昭54年10月01日0800号04
	昭54年10月01日0800号05
	昭54年10月01日0800号06
	昭54年10月01日0800号07
	昭54年10月01日0800号08
	昭54年10月01日0800号09
	昭54年10月01日0800号10
	昭54年10月01日0800号11
	昭54年10月01日0800号12
	昭54年10月01日0800号13
	昭54年10月01日0800号14
	昭54年10月16日0801号01
	昭54年10月16日0801号02
	昭54年10月16日0801号03
	昭54年10月16日0801号04
	昭54年10月16日0801号05
	昭54年10月16日0801号06
	昭54年10月16日0801号07
	昭54年10月16日0801号08
	昭54年11月01日0802号01
	昭54年11月01日0802号02
	昭54年11月01日0802号03
	昭54年11月01日0802号04
	昭54年11月01日0802号05
	昭54年11月01日0802号06
	昭54年11月01日0802号07
	昭54年11月01日0802号08
	昭54年11月01日0802号09
	昭54年11月01日0802号10
	昭54年11月01日0802号11
	昭54年11月01日0802号12
	昭54年11月16日0803号01
	昭54年11月16日0803号02
	昭54年11月16日0803号03
	昭54年11月16日0803号04
	昭54年11月16日0803号05
	昭54年11月16日0803号06
	昭54年11月16日0803号07
	昭54年11月16日0803号08
	昭54年12月01日0804号01
	昭54年12月01日0804号02
	昭54年12月01日0804号03
	昭54年12月01日0804号04
	昭54年12月01日0804号05
	昭54年12月01日0804号06
	昭54年12月01日0804号07
	昭54年12月01日0804号08
	昭54年12月16日0805号01
	昭54年12月16日0805号02
	昭54年12月16日0805号03
	昭54年12月16日0805号04
	昭54年12月16日0805号05
	昭54年12月16日0805号06
	昭54年12月16日0805号07
	昭54年12月16日0805号08

